
「環境首都の実現を目指した「環境首都の実現を目指した「環境首都の実現を目指した「環境首都の実現を目指した「環境首都の実現を目指した「環境首都の実現を目指した
戦略的な取組み」戦略的な取組み」

「環境首都の実現を目指した「環境首都の実現を目指した
戦略的な取組み」戦略的な取組み」戦略的な取組み」戦略的な取組み」戦略的な取組み」戦略的な取組み」

水俣市



水俣市の概要水俣市の概要
九州の熊本県の最南端
⿅児島県との県境に位置⿅児島県との県境に位置
⾯積 １６２．８８ｋ㎡
⼈⼝ 約２８ ８００⼈⼈⼝ 約２８，８００⼈
世帯 約１２，０００世帯



環境で破壊されたまち
（負の遺産「⽔俣病」）

環境でまちを再⽣環境でまちを再⽣
（プラスの資産「⽔俣（プラスの資産「⽔俣
病」）



第２次環境基本計第２次環境基本計
画策定 08,11

第１次環境基
本計画策定本計画策定
96,３



ごみの⾼度分別収集ごみの⾼度分別収集度分別収集度分別収集

年年 デ 地 始デ 地 始１９９３年１９９３年 ３⽉３⽉ モデル地区で開始モデル地区で開始
１９９３年１９９３年 ８⽉８⽉ 全市で実施（２０分別）全市で実施（２０分別）１９９３年１９９３年 ８⽉８⽉ 全市で実施（２０分別）全市で実施（２０分別）

市職員が業務として：半年間市職員が業務として：半年間
２００２年１２⽉２００２年１２⽉ ⽣ごみ分別開始（２４分別）⽣ごみ分別開始（２４分別）
２００４年２００４年 ４⽉４⽉ 焼酎５合びんのリユース焼酎５合びんのリユース２００４年２００４年 ４⽉４⽉ 焼酎５合びんのリユ ス焼酎５合びんのリユ ス
２００５年２００５年 ４⽉４⽉ 分別⾒直し（２２分別）分別⾒直し（２２分別）



ISO14001ISO14001自己宣言（２００３年９月）自己宣言（２００３年９月）言（ 年 月）言（ 年 月）

市民監査チームによる監査、市への環境施策提言市民監査チームによる監査、市への環境施策提言



ISO14001ISO14001の認証取得の認証取得（（19991999年年22⽉）⽉）
家庭版ＩＳＯ家庭版ＩＳＯ

学校版ＩＳＯ

事業所版ＩＳＯ事業所版ＩＳＯ

旅館･ホテル版ＩＳＯ

幼稚園 保育園版ＩＳＯ幼稚園･保育園版ＩＳＯ

畜産版ＩＳＯ

ISO14001ISO14001の⾃⼰宣⾔の⾃⼰宣⾔（（20032003年年99⽉）⽉）ISO14001ISO14001の⾃⼰宣⾔の⾃⼰宣⾔（（20032003年年99⽉）⽉）

地域全体丸ごと地域全体丸ごと地域全体丸ごとＩＳＯ地域全体丸ごとＩＳＯ



環境マイスター
名２６名

• 水俣病を経験した水俣だからこそ安心安全なものづくり• 水俣病を経験した水俣だからこそ安心安全なものづくり

• 以前は敬遠された水俣産を水俣ブランドで



地区環境協定制度地区環境協定制度



エコタウンエコタウン 家電リサイクル施設

使⽤済みオイルリサイクル施設
ゼロエミッション

建築廃材・アスファルトリサイクル施設

びんのリユース・リサイクル施設 ⽣ごみのリサイクル

し尿等を原料とした肥料製造施設

ペットボトルリサイクル施設

みなまた環境テクノセンターみなまた環境テク ンタ

２００１年２⽉２００１年２⽉ 地域指定地域指定 環境ビジネスの創造環境ビジネスの創造２００１年２⽉２００１年２⽉ 地域指定地域指定 環境ビジネスの創造環境ビジネスの創造
資源循環で持続可能な社会の構築資源循環で持続可能な社会の構築



ビンのリユース・リサイクル施設ビンのリユース・リサイクル施設



みなまた環境大学みなまた環境大学
短期セミナー短期セミナー

～再生する水俣で、考え、行動する力を身につけよう～～再生する水俣で、考え、行動する力を身につけよう～

主催 みなまた環境大学実行委員会
水俣市

後援 環境省・熊本県





環境モデル都市としての位置づけ

～ 環境と経済が調和した持続可能な小規模自治体モデルの提案 ～環境と経済が調和した持続可能な小規模自治体モデルの提案

温室効果ガスの現状
（2005年排出量：238 647トン）

削減取り組みの４分野
（2005年排出量：238,647トン）

排出量 → 微増
・民生部門→増加
・廃棄物部門→ 半減

削減取り組みの４分野

Ａ：環境配慮型暮らしの実践
（民生部門分野）廃棄物部門  半減

・産業部門・交通部門→横ばい

吸収量 → 微減

（民生部門分野）
Ｂ：環境にこだわった産業づくり

（産業部門分野）
Ｃ：自然と共生する環境保全型都市吸収量 → 微減

温室効果ガスの削減目標

Ｃ：自然と共生する環境保全型都市
づくり（自然環境保全分野）

Ｄ：環境学習都市づくり
（環境意識の啓発）

基準年
２００５年

フォローアップ

★アクシ ンプランに基づく推進

２０５０年

２０２０年
ー ３２．７％

★アクションプランに基づく推進・
進捗管理

★数値管理/排出状況調査表の作成
２０５０年
ー５０．１％



～ 環境モデル都市 実現に向けて ～

Ａ 環境配慮型暮らしの実践
・省エネ・省資源・リサイクルの強化

Ｂ 環境にこだわった産業づくり
・資源循環・省エネ・省資源

・ライフスタイルの転換
・環境に配慮した暮らしのシステム

創設と推進
・地域資源の創出・活用と支援

・先進的環境技術の活用
・クリーンエネルギーへの転換
・バイオマスエネルギーの創出
・安心安全な農林水産物づくり協働で推進・地域資源の創出・活用と支援 ・安心安全な農林水産物づくり協働で推進

市民

Ｃ 自然と共生する環境保全
型都市づくり

・市民による水源森涵養・海の

Ｄ 環境学習都市づくり
・水俣病の教訓発信
・人材育成による内外への波及効果計画立案

数値管理

企業行政

市民による水源森涵養 海の
再生

・二酸化炭素の吸収促進
・自然エネルギーの活用

・環境学習の拠点整備
・自然環境学習・体験学習プログラ
ムの構築

数値管理
進捗管理

温室効果ガスの削減 地域の活力の創出
「環境」と「経済」が調和した持続可能な地域社会の形成



「ゼロ・ウェイストのまちづくり水俣宣言」

私たち水俣市民は、私たちの日常をあらためて見直して、自然の恵みを大切にし、限り
ある資源やエネルギーを最大限有効に利用する暮らしとしくみづくりに努めます。

私たち水俣市民は、大切なふるさと水俣の自然をけがさず、全ての生き物の命と健康を
脅かさないため、2026年までに、ごみ処理を焼却や埋立に頼らないまちづくりのしくみをつ
く ますくります。

私たち水俣市民は、1992年「環境モデル都市づくり宣言」以来、私たちが続けてきた取り
組みと努力に誇りを持ち この経験と成果を生かしてゼロ ウ イストを進めます組みと努力に誇りを持ち、この経験と成果を生かしてゼロ・ウェイストを進めます。

私たち水俣市民は、ゼロ・ウェイストの取り組みを進めるために、市民・事業者・行政が
必要な情報を共有し 継続的に話し合う場を設け 常に目標・行動・成果を見直しながら必要な情報を共有し、継続的に話し合う場を設け、常に目標・行動・成果を見直しながら、
協働で取り組みます。

私たち水俣市民は 志を同じくする日本中・世界中の人々や自治体と手をつなぎ 連携私たち水俣市民は、志を同じくする日本中 世界中の人々や自治体と手をつなぎ、連携
して問題解決を図り、日本と世界の環境をよくするゼロ・ウェイストの仲間づくりを進めます

平成２１年１１月２２日平成２１年１１月２２日
水俣市長 宮本勝彬





環境⾸都の実現

第２次環境基本計第２次環境基本計
画策定 08,11

第１次環境
基本計画策基本計画策
定 96,３



環境首都みなまたの実現環境首都みなまたの実現
を目指してを目指して


